
　

　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

【審査チーム】
チーム１ ： 伊藤　域坦(ﾁｰﾑﾘｰﾀﾞｰ)

チーム２ ： 岡田　哲治 10月28日(水)
～ 9時10分

 　【審査日程】 ～ 11時30分技術部

10月27日(火) ～ 12時00分 ISO事務局

～ ～ 15時00分

～ ～ 16時30分 管理部

～ 　　　ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄｲﾝﾀﾋﾞｭｰ(社長) ～ 16時45分

～ 営業企画部 ～ 17時00分

～ 10月29日(木)
～ 総務部 小牧事業所 ～ 10時30分

～ ～ 11時00分

～ ～ 11時45分

リサイクルするエコな工夫
　☆★捨てる前に再利用出来るか考え、リサイクルできるものはきちんとリサイクルしましょう。★☆

買うときに、リサイクルできる商品を選び、使い終わったら資源物として分別すればごみに出さずにすみます。

リサイクルしやすい梱包などに配慮した製品を買って使いましょう。

　☆★衣類のリストをタンスに貼っておきましょう。★☆

持っている衣類のリスト表をつくりタンスに貼っておくと、整理され、不要な衣類を買わずに済みます。

着なくなった服は、バザーやフリーマーケットに出し、リサイクルショップやフリーマーケットも進んで活用しましょう。
０

　☆★使い古しのタオルやＴシャツなどはぞうきんにしてもう一度使いましょう。★☆

ごみのエコな出し方
☆★ごみは正しく分別し、資源として生かしましょう。★☆ ☆★新聞、雑誌・雑紙、段ボールは資源回収に出しましょう。★☆

分別された資源物はリサイクルされ、分別されず異物が混じると、 新聞と折込ちらしは一緒に出しましょう。

ごみとして焼却処理されてしまいます。 紙製箱、紙袋等はビニール・プラスチック部分を取り除けば、

再生紙として利用されます。

☆★牛乳パックや食品トレーは
資源回収・店頭回収に出しましょう。★☆

きれいに洗って資源回収に出しましょう。 ☆★ごみに出すときは、かさ張らないように小さくして捨てましょう。★☆
☆★缶・びん・ペットボトルは分別収集に出しましょう。★☆ ごみを小さくしておくと、保管するときにも便利です。

ペットボトルはキャップを外し、軽く洗って、つぶして出しましょう。

〈一人からできるエコ活動事例集3〉
家庭でできる、一人でできるエコ活動。3回目の今
月はリサイクルの工夫について取り上げました。
(横浜市・保土ヶ谷区のHPから)

事務打合せ

初回会議(ｵｰﾌﾟﾆﾝｸﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ)

13時00分

10時50分

10時50分

16時45分

17時00分

チーム１

事前打合せ・審査チーム会議

9時10分

9時40分

企業代表者報告会

最終会議(ｸﾛｰｼﾞﾝｸﾞﾐｰﾃｨﾝｸﾞ)中間会議

13時00分

16時45分

9時00分16時30分

11時00分

15時00分

審査チーム会議

管理責任者
／ISO事務局

15時00分

16時30分

12時00分

16時45分

10時10分 審査チーム会議

　10月に入り、朝晩は寒さえ感じる季節となりました。シブヤの裏庭の虫たち
も朝は寒さからか動きが鈍く、容易に捕まえることができます。そんな秋の裏
庭で〝ジー…ッ〟として動かない「イナゴ」を見つけました。翅が短く、腹端
を越えないことから「コバネイナゴ」と思われます。
　「イナゴ」は古くからイネの害虫として嫌われる一方で、海から遠い山間地
では貴重な蛋白源として古くから食べられていたようです。「イナゴの佃煮」
を食べたことのある方がいる一方で「食べる！？…」と思う方も多いかもしれ
ません。
　秋の冷え込んだ朝の田んぼで寒さの為、動きの鈍い「イナゴ」を捕まえ、数
日かけて糞出しを行い調理するようです。
　佃煮になってもその姿はまさに「イナゴ」、目と目があってしまいます。そ
れでも口に運んでしまえば、香ばしさと甘辛い味付けにお酒がすすみます。
　農薬の大量使用で一時期数を減らした｢イナゴ」も最近の無農薬、減農薬によ
る稲作で多く見られるようになったようです。
　紅葉狩りに出かけたときなどに岐阜、長野県の〝道の駅〟や〝土産物屋〟で
探せば「イナゴの佃煮」を見つけることができるでしょう。
　秋の夜長を土産の「イナゴ」とお酒でのんびり過ごされてはいかがでしょう
か。
　農薬や開発で失われそうになった自然が徐々に回復し、多くの生物が生息数
を増し、バラエティーにとんだ食材？が食卓を賑わせるといいですね。

16時30分

9時00分
岐阜支店(変更審査)

　　　～14時00分

　(本社へ移動)
柳原住宅

10時30分

事前打合せ
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《ISO9001・14001定期審査》 審査日　2015年10月27日～2015年10月29日

9時10分

チーム１ チーム２ 11時30分

　定期審査は当社のマネジメントシステム(QMS・EMS)が継続して要求事項に適合しているか否かの審査がされます。さら
に、当社が特定した目的(QMS：顧客要求事項の実現・EMS：ISO14001：2004に適合した環境保全への寄与)が継続して実
現・寄与できるかの評価がおこなわれます。
 日頃のISO活動を審査していただき、その結果を今後の活動に生かしていきましょう。

チーム２チーム１

チーム２

9時00分

9時10分

(小牧事業所へ移動)15時00分

中間会議
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